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（開示事項の変更）｢定款一部変更の件｣の一部修正に関するお知らせ 

2023 年 5 月 11 日付「会社分割による持株会社体制への移行並びに監査等委員会設置

会社への移行、定款の一部変更（商号、事業目的、本店所在地）に関するお知らせ」にて当

社第 50 回定時株主総会に付議する旨お知らせした「定款一部変更の件」（以下、「本議案」

といいます。）について、本日開催の取締役会にて、一部を修正することを決議致しましたの

で下記のとおりお知らせします。 

記 

１． 修正の内容 

現行定款 変更案(修正前) 変更案（修正後） 
第 11 条（株式取扱規程） 

当会社の株式に関する 

取扱いおよび手数料は、 

第 11 条（株式取扱規程） 

当会社の株主権行使の手

続きその他株式に関する取

扱いおよび手数料は、 

第 11 条（株式取扱規程） 

当会社の株式に関する 

取扱いおよび手数料は、 

法令または本定款のほか、 法令または本定款のほか、 法令または本定款のほか、 

取締役会において定める株

式取扱規程による。 

取締役会または取締役会の

決議によって委任を受けた取

締役の定める株式取扱規程

による。 

取締役会または取締役会の

決議によって委任を受けた取

締役の定める株式取扱規程

による。 

２． 修正の理由 

当社は、持株会社体制並びに監査等委員会設置会社への移行に伴い、定款を全面的

に見直すこととし、当社定款第 11 条の規定（株式取扱規程に係る規定）は法令等に即した

一般的な文言に変更することを予定しておりました。 

しかしながら、2023 年 6 月 3 日に、議決権行使助言会社の Institutional Shareholder 

Services Inc.（ISS 社）は、本議案に対して「株主権の行使に関する変更を承認することは、

事実上、株主にとって不利益な方法で利用される可能性のある株主権の行使に関するル

ールの取扱いについて、株主が会社に白紙の権限を与えることを意味する」旨を理由とし

て、反対の推奨を公表しました。 

もとより、当社は、当社定款第 11 条の規定の変更が、「株主にとって不利益な方法で利

用される」｢会社に白紙の権限を与える｣との懸念は当たらないと考えておりますが、ISS 社

の公表を受け、当社において本議案の修正是非を検討しました。その結果、「メイテックグ

ループ：コーポレートガバナンスに関する基本方針」における「いかなる株主の権利行使を

妨げる行為も行わない」との定めと整合させるために、本議案のうち、当社定款第 11 条の

規定の変更に関する部分を上記１．の内容へ修正することと致しました。 

以上 
ご参考：メイテックグループ：コーポレートガバナンスに関する基本方針 １.株主の権利・平等性の確保【基本原則 1】 

1.1.株主の権利の確保【原則 1-1】   1.1.1. すべての株主の権利を尊重し、持分に応じた実質的な平等性を確保する。 

したがって、いかなる株主の権利行使を妨げる行為も行わない。 


